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  令和７年１月１５日 

SDGs達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 にかほ市象潟町字下浜山９番地２０ 
名 称 株式会社秋田マシナリー 
代表者 代表取締役 渋谷 正敏 

 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ４年１月１７日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

社会 

☐環境 

IoT・AI 技術等を搭

載した設備による隘

路工程の自動化・省

力化・省熟化 

製造部門への未経験者・女性の

登用・即戦力化により１人あた

りの年間時間外労働を削減しま

す。 

（2030 年までの３ヵ年の平均

に対し 50%以上削減） 

2024 年に女性社員を 4 名採

用しました。(全員未経験者) 

IoT・AI 設備で作業にあたっ

ており、即戦力化となってお

ります。 

 

5 

8 

10 

☐経済 

社会 

環境 

環境汚染の防止と生

産設備の省エネルギ

ー化 

製品含有化学物質管理基準や環

境法令の順守により自然環境保

護に努めるとともに、省エネル

ギー設備で電力消費率を低減し

ます。 

（2030 年までの３ヵ年の平均

に対し 10%以上削減） 

 

ISO 取得企業として、環境法

令順守に努めています。

2024 年は、冷暖房設備を省

エネ設備に入替。2020 年ま

での３ヶ年電力消費率平均に

対して 2024 年は７％減。 

7 

12 

14 

経済 

社会 

☐環境 

従業員のキャリア形

成促進 

会社負担による外部研修機関の

利用、技能資格の取得支援、多

能工化の推進で従業員個々のキ

ャリア形成をバックアップしま

す。 

 

会社負担による外部研修、技

能資格取得の支援実施をして

おり、OJT による従業員の教

育にも努めています。 

 

4 

8 

10 

 

精密板金加工部品製造の事業活動を通じ、地域産業の活性化と発展に貢献するとともに、先端技術を積

極的に導入することで、男女を問わない働きがいのある職場を形成し、雇用によって地域の課題である

人口減少に歯止めをかけ、持続可能な地域社会の実現に寄与できるような企業を目指します。 

株式会社秋田マシナリー 



 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


